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「汚染水・タンク対策本部」の設置について 

 

平成 25 年８月 26 日 

東京電力株式会社 

 

福島第一原子力発電所における汚染水の発電所港湾への流出やタンクからの汚

染水漏えいなど、発電所周辺の地域の皆さまをはじめ広く社会の皆さまに、大変な

ご迷惑・ご心配をおかけしておりますことをお詫び申し上げます。 

当社は、こうした問題を緊急かつ最大の経営課題として重く受け止め、本日、下

記の通り、社長直轄の「汚染水・タンク対策本部（以下、対策本部）」を設置いた

しました。 

 

 

１．対策本部設置の目的 

（１）タンクからの大量の汚染水漏えいにより、タンク管理が不十分であったこと

が明らかになったことから、緊急かつ抜本的な強化を図る。 

（２）汚染水の港湾への流出防止や汚染水の抑制対策が後手に廻る状況を解消し、

解析・リスク管理の強化と中長期を含めた対策を加速化する。 

（３）全社的リソースの投入はもとより、国内外の知見、提案、ノウハウを積極的

に導入する。 

 

２．対策本部の概要 

（１）社長直轄の「汚染水・タンク対策本部」を設置し、意思決定の迅速化と全社

リソースを優先的に集中投入する。 

・本 部 長 ：執行役社長 廣瀬直己 

・副 本 部 長 ：執行役副社長 山口博、執行役副社長 相澤善吾、 

常務執行役 姉川尚史の３名 

・事 務 局 長 ：原子力・立地本部（福島第一対策担当）松本純 

・事務局長代理：建設部長 梅崎邦男 

※相澤副社長は福島第一原子力発電所に常駐して直接指揮を執り、対策

本部内に新たに設置する下記（２）、（３）の各プロジェクトチームと

密接に連携を取りながら対策を実行する。 

 

（２）対策本部の下、福島第一原子力発電所には、「機動力強化チーム」を新設す

るとともに、「タンク対策・運用」の強化・向上を目的とした４チームを設

置する。 

①「機動力強化チーム」は、現場・現物・現実を重視した横串機能および汚

染水・タンク問題以外も含めたあらゆるトラブル対応の強化を図る。 

②「タンク対策・運用」４チームは、パトロールや水位計設置などの運用強

化、タンク・堰などの信頼性向上、タンクのリスク管理や建設、高濃度汚

染水の処理の加速などに取り組む。 
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（３）対策本部の下、本店内には、原子力部門に加え土木・建築・環境・電気・機

械など各部門から横断的に人材を集め、汚染水などの「現状把握・解析・リ

スク管理」を行う４チームと、「汚染水対策立案・検証」を行う４チームを

設置する。 

①「現状把握・解析・リスク管理」４チームは、地下水の調査分析、地下水・ 

海水中の放射性物質の挙動の調査分析・評価、汚染源特定、汚染水全体の 

リスク管理などを行う。 

②「汚染水対策立案・検証」４チームは、水ガラスやウェルポイントなど喫 

緊の対策の立案・実行、地下水バイパス・サブドレン・凍土壁などの計画・ 

実行、対策の効果確認、長期対策の検討などを行う。 

 

（４）対策本部の下、「連絡調整・広報」２チームを設置し、官庁・行政等への連

絡・調整機能、海外への情報発信とともに、本店と福島第一原子力発電所等

との情報共有、連携を強化する。 

 

（５）国内外から社外専門家（国内からはゼネコン、プラント会社などからの技術

者、国外からは廃炉技術等に精通した専門家）を招聘し、「汚染水・タンク

対策本部」や各チームへの指導・助言に加え、社長への諮問・報告を実施す

る。また、プロジェクトチームを統括する「プロジェクト管理リーダー」に、

プロジェクトマネジメントに精通したプラントメーカーなどの社外人材を

登用する。 
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